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かぐや衛星UPI-TEXによる酸素イオン散乱光の空間分布の導出
Spatial Variations of O+ Rexonance Scattering Emission Estimated by the UPI-TEX on
KAGUYA
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地球周辺の酸素イオンは，1980年以降の衛星観測により多量に極域の電離圏から磁気圏へ散逸されていることが観測
された．しかしながら，酸素イオンの散逸についてどのくらいの量のイオンがどのようなタイミングで散逸しているか
は明らかになっていない．本研究では，月周回衛星かぐや（SELENE）に搭載されている極端紫外光望遠鏡（UPI-TEX）
を用いて、地球周辺でのO+の共鳴散乱光の空間分布とその時間発展を追う。ただし、O+散乱光の光は弱く、得られた画
像のままでは空間分布が不明瞭である。今回は、フィルターサポートの陰の効果を除去し、空間方向に積分を行うこと
で、O+散乱光の空間変化の見積もりを行った。見積もりの妥当性と、地磁気活動度（AE）による散乱光分布の変化につ
いて議論を行う。
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